
１ 課題設定の背景 **************************************************************

２ 活動の経過 *******************************************************************

石狩農業改良普及センター
石狩北部支所 地域第二係

～ ～

活動年次：令和３～７年

○石狩市美登位地域（７戸）

省 力 化 技 術 の 導 入

地域の現状
◇ 石狩川下流部右岸に位置する純農村地域
◇ 水稲を中心に転作小麦や露地野菜を作付け
◇ 年齢構成は60歳代３戸・50歳代１戸・40歳代

３戸で平均年齢は54歳

美登位地域の品目別作付面積（ha）R7

人材の育成
産地の維持

＜重点課題＞

地域の課題
◇ 実需者ニーズに合った水稲品種が望まれて

いる。
◇ 水稲栽培の省力化が求められている。
◇ 小麦では、栽培技術の改善が求めら

れている。

★ 水稲品種「あやひめ」
の特性を説明

★ 水管理・病
害虫発生の
情報提供

★ 「あやひめ」
生育調査結
果の提供

★ は種深度の適正化

★
除
草
剤
の
提
案



適 期 は種深度 茎数に応 病害虫 適 期
は 種 適　正 じた分肥 適期防除 収 穫

Ａ ○ ○ 未 → ○ ○ ○

Ｂ ○ ○ 未 → ○ △ → ○ ○

Ｃ ○ ○ ○ △ → ○ ○

Ｄ ○ ○ ○ △ → ○ ○

Ｅ ○ ○ 未 → ○ ○ ○

農家名

※ 「未」は、未実施
※ △は、適期防除を実施したが、病害虫が発生

３ 活動の成果 ******************************************************************

(1)関係機関および現重点地域農業者との合意に基づき、引き続き石狩市
「美登位地域」を重点対象とする。

(2)「自動水管理システム」を地域内での理解の拡充と波及を図る必要がある。
(3) 小麦の連作ほ場が多いため、特定雑草が残草する課題に取り組む。

４ 今後の活動 ******************************************************************

★ 適期は種や適正は種深度
への取組！

★ 現地研修会で報告

粗収益は約1.6万円/10a up

茎数 15％ up
収量 20％ up

全戸が適正
は種深度へ！

製品収量と歩留の年次変化
（石狩市平均を100％として比較）

重点地域の秋小麦の収量
は石狩市平均を上回った

穂揃いは良好で収量は
地域平均を上回った！

密播中苗栽培

乾田直播栽培

自動水管理システム

女性研修会

女性の育苗管理技術の
習得がなされた！

目
標
の
茎
数
を
確
保

★ 増肥への取組！
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